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１．概要（Summary） 

サブマイクロメートルオーダーの厚さの有機半導体薄

膜を高反射率ミラーで挟み共振器構造をつくると、共振

器内に閉じ込められた光子と半導体の励起子の強結合

が形成されうる。このようにして形成される光子—励起子の

混合準粒子は有機半導体励起子ポラリトンと呼ばれる。

本課題ではポラリトン形成に向けて、スパッタ装置を用い

て、酸化膜の誘電体多層膜から成る高反射率ミラーを有

する有機半導体微小共振器構造を作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 スパッタ装置(芝浦) 

 

【実験方法】 

石英基板上にSiO2/Ta2O5の誘電体多層膜を6.5周期

成膜した。さらにその上に厚さ約 120 nm の有機半導体

2,7-bis[9,9-di(4-methylphenyl)-fluoren-2-yl] 

-9,9-di(4-methylphenyl)fluorene を真空蒸着し、最後

に再び誘電体多層膜を 9.5 周期成膜した。尚、上部、下

部の多層膜ミラーを個別に評価するため、サンプル(微小

共振器)とは別に薄いガラス基板上にも成膜し白色光の

反射スペクトル評価に用いた。真空蒸着は奈良先端大で

行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

薄いガラス膜上に成膜した各ミラーの白色光透過率の

スペクトルを Fig. 1に示す。紫色はサンプルの上部ミラー、

赤色は下部ミラーの透過率スペクトルを表す。3.1 eVを中

心として広帯域の低透過率(高反射率)を両ミラーにおい

て実現することができた。 

両ミラーと有機半導体膜で作製した微小共振器サンプ

ルについては、レーザー励起によって、意図した光子—励

起子の強結合によるポラリトン発光が見られた。また、フェ

ムト秒レーザーを用いてサンプルを強励起したところポラリ

トン状態のレーザー発振を観測することができた。 

 

 

Fig. 1 Transmittance of top and bottom mirrors. 
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